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１．調査実施の目的 

この調査は、上尾市男女共同参画に関する市民の意識や実態を総合的に把握し、令和８年度

に予定されている第４次上尾市男女共同参画計画策定の基礎資料とすることを目的とする。 

２．調査の対象 
市内に居住する満 18 歳以上の男女（住民基本台帳から無作為抽出） 

３．調査方法と回収状況 
調査方法：郵送配布―郵送回収またはインターネット回収 

調査期間：令和６年 10月 21日（月）～11月 8日（金） 

発 送 数：2,000件 

回 収 数：551件（有効回収率：27.6％） 

・郵 送 回 収：388件（有効回収率：19.4％） 

・インターネット回収：163件（有効回収率：8.2％） 

回収状況： 

調査の概要 

年代 

人口（人） 対象者数（人） 
回収数（人） 
（回収率：％） 

総
数 

男
性 

女
性 

総
数 

男
性 

女
性 

総
数 

男
性 

女
性 

そ
の
他 

ど
ち
ら
に
も
当

て
は
ま
ら
な
い 

18～19 歳 
4,110 2,088 2,022 47 24 23 1 

(2.1) 

0 

(-) 

0 

(-) 

0 1 

20～24 歳 
11,583 5,694 5,889 132 65 67 22 

(16.7) 

7 

(10.8) 

14 

(20.9) 

1 0 

25～29 歳 
12,106 6,046 6,060 138 69 69 20 

(14.5) 

6 

(8.7) 

14 

(20.3) 

0 0 

30～34 歳 
12,581 6,503 6,078 144 74 70 31 

(21.5) 

9 

(12.2) 

22 

(31.4) 

0 0 

35～39 歳 
13,085 6,768 6,317 150 78 72 42 

(28.0) 

18 

(23.1) 

24 

(33.3) 

0 0 

40～44 歳 
14,298 7,478 6,820 163 85 78 42 

(25.8) 

13 

(15.3) 

28 

(35.9) 

1 0 

45～49 歳 
16,584 8,577 8,007 190 98 92 51 

(26.8) 

20 

(20.4) 

29 

(31.5) 

2 0 

50～54 歳 
20,170 10,351 9,819 231 119 112 57 

(24.7) 

19 

(16.0) 

37 

(33.0) 

0 1 

55～59 歳 
16,710 8,480 8,230 191 97 94 59 

(30.9) 

26 

(26.8) 

31 

(33.0) 

2 0 

60～64 歳 
13,120 6,719 6,401 150 77 73 51 

(34.0) 

19 

(24.7) 

32 

(43.8) 

0 0 

65～69 歳 
11,950 5,949 6,001 137 68 69 45 

(32.8) 

19 

(27.9) 

26 

(37.7) 

0 0 

70 歳以上 
28,608 13,060 15,548 327 149 178 128 

(39.1) 

59 

(39.6) 

69 

(38.8) 

0 0 

不明 - - - - - - 2 0 0 0 0 

合計 
174,905 87,713 87,192 2,000 1,003 997 551 

(27.6) 

215 

(21.4) 

326 

(32.7) 
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４．調査項目調査結果を見る上での注意事項 
・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、

単数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて 100％になら

ない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合が

ある。 

・回答者数が３未満の場合、回答の傾向をみるにあたり、十分な母数に達さなかったため、報

告書中のグラフにおいて掲載を行っていない。 

・回答者数が 30 未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れ

ていない場合がある。回答者数の少ない問については、表で示し、コメントも件数で記述し

ている箇所がある。 

・今回の調査では、性別に関する問いの回答に、「回答しない」「どちらにも当てはまらない」

を設けた。これは、性自認が異なる方や、はっきりしていない方が回答に困らないために設

けたものである。 

・掲載している国（内閣府）の調査結果は、内閣府が令和４年度に実施した「男女共同参画社

会に関する世論調査」及び令和５年度に実施した「男女間における暴力に関する調査」であ

る。 

・掲載している埼玉県の調査結果は、埼玉県が令和２年度に実施した「男女共同参画に関する

意識・実態調査」である。 

 

５．素集計結果の信頼度 
  上尾市の 18歳以上の人口（約 17万５千人）における統計結果の信頼度について、統計学と

しては母集団で 400件程度あればよいため、信頼度は確保されている。 

  但し、性別・年代別でみた回収数（有効回答率）には偏りがあるため、性別・年代別での

クロス集計で結果を示し、幅広く意見をまとめている。 



P3 

 

  

調査結果（抜粋） 

回答者の属性 

（１）性別 

0.2 

7.6 

13.2 

16.9 

21.1 

17.6 

23.4 

0.0 

0.0 

6.0 

12.6 

15.3 

20.9 

17.7 

27.4 

0.0 

0.0 

8.6 

14.1 

17.5 

20.9 

17.8 

21.2 

0.0 

0 20 40 60 80 100

18・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

全体 n=(551)

男性 n=(215)

女性 n=(326)

(%)
（２）年齢 

男性

39.0 

女性

59.2 

回答しない

1.1 

どちらにも当てはまらない

0.4 
無回答

0.4 

n = (551)

(%)
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家庭生活における役割分担の実態について、「共同して分担」は『高額な商品や土地・家屋

の購入の決定』が４割台となっており、次いで『生活費の確保』『家計の管理』が３割台とな

っている。「主に女性」は『家事』が６割台となっている、一方で、『生活費の確保』は「主

に男性」が５割台となっている。 

また、家庭生活における役割分担の理想について、「共同して分担」はすべての項目で６割

以上となっている。 

生活環境について 

＜実態＞ 

＜理想＞ 

（１）家庭生活における役割分担（実態と理想）について 

あなたの家庭では次のことについて、主に男性、女性どちらが行っています

か。①～⑧の項目でそれぞれ〇は１つだけ 

あなたは、次のことについて、どのように担うほうがよいと思いますか。 

①～⑧の項目でそれぞれ〇は１つだけ 

5.3 

0.4 

1.8 

15.4 

0.7 

50.1 

14.7 

28.9 

27.4 

23.2 

8.3 

22.9 

7.1 

33.2 

30.9 

48.3 

63.7 

33.8 

17.6 

32.8 

33.4 

7.4 

48.1 

8.3 

1.1 

2.2 

4.9 

4.4 

2.2 

2.7 

2.0 

3.4 

1.5 

34.8 

60.3 

20.1 

49.2 

3.1 

2.4 

8.2 

1.1 

5.6 

7.1 

4.4 

7.4 

3.4 

2.0 

2.9 

①家事（炊事・洗濯・

掃除・買物）

②子育て（子どもの世話・

しつけ・教育）

③介護・看護（介護や看護

の必要な家族の世話）

④地域の行事・自治会活動

への参加

⑤PTA活動への参加

⑥生活費の確保

⑦家計の管理

⑧高額な商品や土地・

家屋の購入の決定

主に男性 共同して分担 主に女性 その他 該当しない 無回答

n = (551) (%)

0.7 

0.4 

0.9 

6.4 

0.5 

24.1 

4.4 

13.2 

83.1 

82.2 

80.4 

80.6 

67.9 

65.9 

68.6 

77.3 

10.2 

5.4 

3.3 

2.5 

9.1 

2.2 

20.3 

1.3 

4.2 

7.8 

11.8 

7.6 

16.3 

4.9 

4.4 

5.6 

1.8 

4.2 

3.6 

2.9 

6.2 

2.9 

2.4 

2.5 

①家事（炊事・洗濯・

掃除・買物）

②子育て（子どもの世話・

しつけ・教育）

③介護・看護（介護や看護

の必要な家族の世話）

④地域の行事・自治会活動

への参加

⑤PTA活動への参加

⑥生活費の確保

⑦家計の管理

⑧高額な商品や土地・

家屋の購入の決定

主に男性 共同して分担 主に女性 その他 無回答

n = (551) (%)
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男女平等に関する意識について 

8.2 

20.9 

3.4 

42.1 

16.7 

5.1 

22.3 

17.1 

21.8 

31.2 

40.7 

16.2 

36.8 

33.9 

15.2 

46.6 

36.1 

49.2 

37.2 

22.9 

43.4 

7.6 

21.1 

21.6 

12.5 

25.8 

13.6 

12.7 

2.5 

5.8 

0.7 

3.8 

18.7 

3.3 

3.3 

3.4 

3.3 

2.0 

1.1 

0.2 

0.5 

2.9 

0.5 

1.3 

1.1 

5.6 

7.8 

26.1 

10.2 

21.4 

31.8 

12.9 

14.7 

9.1 

1.8 

3.3 

4.0 

2.4 

2.5 

4.7 

1.8 

1.8 

1.8 

①家庭の中で

②職場の中で

③学校教育の場で

④政治の場で

⑤自治会の地域活動の場で

⑥PTAの地域活動の場で

⑦社会通念や風潮

（慣習・しきたり）で

⑧法律や制度で

⑨社会全体で

男性優遇

どちらかといえば男性優遇

平等

どちらかといえば女性優遇

女性優遇

わからない

無回答

n = (551) (%)

《男性優遇》

《女性優遇》

（１）男性と女性の地位の平等感について 
あなたは、次のことについて、どのように担うほうがよいと思いますか。 

①～⑧の項目でそれぞれ〇は１つだけ 

各分野での男性と女性の地位の平等感について、「男性優遇」と「どちらかといえば男性優

遇」をあわせた《男性優遇（以下同様）》は、『職場の中で』『政治の場で』『自治会の地域活

動の場で』、『社会通念や風潮（慣習・しきたり）で』『法律や制度で』『社会全体で』で５割

以上となっている。また、女性のほうが男性より、《男性優遇》であると感じている傾向がみ

られる。 

経年においても、《男性優遇》であると感じている割合は『職場の中で』『政治の場で』『自

治会の地域活動の場で』『社会通念や風潮（習慣・しきたり）で』『法律や制度で』『社会全体

で』で、令和２年度調査より令和６年度調査が上回っている。 
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  人権について 

（１）配偶者・パートナー間での行為における暴力としての認識について 

あなたは、次のようなことが配偶者・パートナーの間で行われた場合、それを

暴力だと思いますか。①～⑰の項目でそれぞれ〇は１つだけ 

※「配偶者・パートナー」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦、元配偶者も含みます。 

83.1 

49.2 

89.1 

96.7 

74.0 

97.1 

59.0 

63.3 

72.6 

69.5 

82.4 

76.8 

83.3 

91.7 

82.0 

91.3 

86.4 

15.1 

47.4 

8.3 

1.3 

22.0 

1.1 

37.0 

24.5 

19.1 

22.5 

12.5 

17.4 

12.3 

5.4 

12.9 

6.5 

9.8 

0.5 

2.2 

0.9 

0.5 

2.5 

0.7 

2.9 

10.3 

6.5 

6.4 

3.4 

4.2 

2.9 

1.6 

4.0 

1.1 

2.0 

1.3 

1.3 

1.6 

1.5 

1.5 

1.1 

1.1 

1.8 

1.8 

1.6 

1.6 

1.6 

1.5 

1.3 

1.1 

1.1 

1.8 

①平手で打つ

②身体を押す

③足でける

④身体を傷つける可能性のある物でなぐる

⑤なぐるふりをして、おどす

⑥刃物などを突きつけて、おどす

⑦大声でどなる

⑧他の異性との会話を許さない

⑨家族や友人との関わりを持たせない

⑩交友関係や行き先、電話・

メールなどを細かく監視する

⑪職場に行くことを妨害したり、

外出先を制限する

⑫何を言っても長期間無視し続ける

⑬「誰のおかげで生活できるんだ」とか、

「甲斐性なし」 と言う

⑭相手や家族を傷つけるなどと告げておどす

⑮家計に必要な生活費を渡さない

⑯嫌がっているのに性的な行為を強要する

⑰避妊に協力しない

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

n = (551) (%)

配偶者・パートナー間での行為における暴力としての認識について、「どんな場合でも暴力

にあたると思う」は、『刃物などを突きつけて、おどす』『身体を傷つける可能性のあるもの

でなぐる』、『相手や家族を傷つけるなどと告げておどす』『嫌がっているのに性的な行為を強

要する』が９割台となっている。一方で、『身体を押す』が約５割と最も少なくなっている。 

国の調査と比較すると、「どんな場合でも暴力にあたると思う」は、17 項目のうち 11 項目

で、上尾市が国を下回っている。 
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困難女性支援法について 

（１）困難女性支援法で重要だと思う項目について 

68.2 

23.6 

43.2 

53.2 

34.5 

24.7 

24.9 

59.0 

48.3 

29.9 

29.8 

1.8 

7.6 

68.8 

26.0 

38.1 

54.0 

35.8 

26.5 

21.4 

51.6 

45.1 

34.0 

35.3 

0.9 

8.8 

67.5 

22.1 

46.0 

52.5 

34.0 

23.6 

27.3 

63.5 

50.9 

27.3 

26.4 

2.5 

6.7 

0 20 40 60 80 100

暴力（DV）

アルコール・薬物依存症

離婚問題

養育困難

家庭不和

男女関係

住居問題・帰住先なし

経済的・精神的問題

病気・妊娠など

売春の問題

人身取引被害

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)

女性の抱える困難な問題であると思うことについて、「暴力（DV）」は約７割と最も多く、

次いで「経済的・精神的問題」が約６割となっている。 

あなたが、女性の抱える困難な問題であると思うことは何ですか。 

○はいくつでも 
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性について 

（１）「ＬＧＢＴＱ」という言葉の認知度 

あなたは、国や地方自治体、関係機関が困難な問題を抱える女性への支援とし

て重点的に取り組むべき項目は、何だと思いますか。〇は３つまで 

「ＬＧＢＴＱ」について、「知っている」は男女ともに５割台となっている。 

埼玉県の調査と比較すると、「知っている」は全体・男性・女性いずれも上尾市が埼玉県を

上回っている。 



P9 

 

 

  就業について 

（１）子育てにかかる女性の働き方についての現実と理想 

子育てにかかる女性の働き方について、現実はどのような状況ですか（でした

か）。 

＜現実＞ 

15.1 

14.1 

38.1 

1.0 

12.0 

10.7 

4.6 

3.6 

0.8 

0.0 

13.0 

21.4 

24.4 

0.0 

15.3 

10.7 

7.6 

6.9 

0.8 

0.0 

16.3 

10.7 

44.0 

1.6 

10.7 

11.1 

3.2 

1.6 

0.8 

0.0 

0 20 40 60 80 100

結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける

学校卒業時は仕事を持たず、結婚後

または、子育て終了後から仕事を持つ

子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事を持ち、

結婚後は家事に専念する

仕事は持っていない

わからない

その他

無回答

全体 n = (391)

男性 n = (131)

女性 n = (252)

(%)
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子育てにかかる女性の働き方について、理想はどうあればよいと思いますか。

〇は１つだけ 

＜理想＞ 

28.1 

21.2 

18.0 

1.8 

5.8 

1.5 

0.4 

7.1 

5.3 

10.9 

22.8 

22.8 

14.9 

2.3 

7.0 

2.8 

0.9 

5.6 

4.7 

16.3 

31.6 

20.6 

20.2 

1.5 

4.9 

0.6 

0.0 

7.4 

5.8 

7.4 

0 20 40 60 80 100

結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける

学校卒業時は仕事を持たず、結婚後

または、子育て終了後から仕事を持つ

子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念する

結婚するまで仕事を持ち、

結婚後は家事に専念する

仕事は持っていない

わからない

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)

子育てにかかる女性の働き方の現実について、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパー

トタイムで仕事を続ける」は全体で３割台と最も多く、次いで「結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける」が１割台となっている。男性・女性ともに「子育ての時期だけ一時やめ、そ

の後はパートタイムで仕事を続ける」が最も多くなっているが、理想としては、女性は「結

婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が３割台と最も多く、男性は「結婚や出産にかかわ

らず、仕事を続ける」「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」が

２割台となっている。 
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（２）女性が働き続けたり、再就職するために必要なこと 

女性が働き続ける、または再就職するために特に必要だと思うものは何です

か。〇は３つまで 

56.6 

29.9 

16.3 

4.4 

31.6 

31.4 

38.8 

8.0 

20.9 

19.8 

1.5 

1.3 

9.4 

52.1 

38.1 

15.8 

4.2 

31.2 

28.4 

32.1 

7.9 

11.2 

15.8 

1.4 

0.9 

14.4 

60.4 

25.2 

16.9 

4.6 

32.8 

32.5 

43.3 

8.3 

27.9 

22.7 

0.6 

1.5 

6.1 

0 20 40 60 80

夫など家族が家事や育児を分担し、

協力すること

保育施設が充実し、保育時間が延長

されたりすること

企業内保育施設が充実し、保育時間が

延長されたりすること

家事や育児に親の協力を得ること

育児や介護のために休業制度が

充実すること

勤務時間の短縮や残業を少なくする

など、労働条件が改善されること

上司や同僚に理解があり、出産後も

働き続けられる雰囲気があること

再就職のための研修や相談の機会が

提供されること

中高年女性の採用の枠（年齢・職域）が

拡げられること

介護施設などが整備されて、

ホームヘルパー、介護サービス

などが充実すること

特にない

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)

女性が働き続けたり、再就職するために必要なことについて、「夫など家族が家事や育児を

分担し、協力すること」が全体で５割台と最も多く、次いで「上司や同僚に理解があり、出

産後も働き続けられる雰囲気があること」が３割台となっている。 
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防災について 

（１）防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があること 
防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があると思うことは何ですか。 

〇は３つまで 

69.0 

19.2 

16.3 

47.2 

36.8 

15.4 

31.6 

29.2 

13.6 

1.3 

1.8 

1.5 

67.0 

26.5 

16.3 

42.3 

31.6 

17.2 

29.8 

22.8 

14.0 

1.9 

2.3 

1.4 

70.6 

14.7 

16.6 

50.3 

41.1 

14.1 

33.1 

33.7 

13.5 

0.3 

1.8 

1.5 

0 20 40 60 80 100

避難所に男女別のトイレや更衣室、

授乳室を設置すること

被災者に対する相談窓口を設置すること

避難所等における暴力を予防するため、

巡回警備等を実施すること

乳幼児、高齢者、障害者、病人、

妊産婦、授乳中の方などの

ニーズを的確に把握すること

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、

被災者対応に男女両方の視点が入ること

防災計画・復興計画などを策定するにあたり、

防災会議に男女がともに参画すること

救援医療体制（診察・治療体制・

妊産婦をサポートする保健師・

助産師の配置）を構築すること

避難スペースを世帯別、男女別に

設けること

子ども、外国籍の人にも理解

できる案内があること

（絵、イラストピクトグラムなど）

特にない

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)

防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があることについて、「避難所に男女別のトイ

レや更衣室、授乳室を設置すること」が全体で約７割と最も多く、次いで「乳幼児、高齢

者、障害者、病人、妊産婦、授乳中の方などのニーズを的確に把握すること」が４割台とな

っている。 

性別でみると、「被災者に対する相談窓口を設置すること」は男性で２割台、女性で１割台

と男性が女性を上回っている。一方で、「避難スペースを世帯別、男女別に設けること」は男

性で２割台、女性で３割台と、女性が男性を上回っている。 
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女性の活躍推進について 

（１）女性の活躍を進めるに際しての障害 
あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障

害となるものは何だと思いますか。○はいくつでも 

22.0 

21.4 

35.0 

36.1 

20.0 

51.0 

45.9 

31.8 

4.0 

8.0 

0.7 

2.0 

21.4 

30.2 

28.8 

29.3 

18.6 

39.1 

39.5 

27.4 

7.4 

9.8 

1.4 

1.4 

23.0 

16.3 

39.9 

41.4 

21.2 

59.8 

50.6 

34.7 

1.5 

6.1 

0.9 

2.1 

0 20 40 60

現時点では、必要な知識や経験

などを持つ女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを

希望しないこと

上司・同僚・部下となる男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると

広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫などの

家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの公的サービスが

十分ではないこと

子を持つ機会・選択肢が減少すること

特にない

わからない

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)

政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障害になるものについ

て、「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと」が全体で５割

台と最も多く、次いで「保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が４割

台となっている。 

性別でみると「保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと」

は男性で約４割、女性で約６割と、女性が男性を上回っている。 
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市の男女共同参画の推進に関する施策について 

今後、男女がともに社会のあらゆる分野で積極的に参画するために上尾市と

してどのようなことに力を入れていくべきと思いますか。〇は３つまで 

（１）上尾市の施策について 

市の男女共同参画の推進に関する施策で今後力を入れていくべきものについて、「男性も女

性も対等に仕事と家庭の両立ができるようなサービスの充実をはかること」が全体で４割台

と最も多く、次いで「男性も女性もお互いをパートナーとして理解し、協力するように啓発

すること」が３割台となっている。 

性別でみると「男性も女性も対等に仕事と家庭の両立ができるようなサービスの充実をは

かること」は男性で３割台、女性で４割台と、女性が男性を上回っている。 

34.7 

20.7 

33.2 

22.1 

43.6 

9.1 

26.7 

18.9 

7.1 

23.2 

14.3 

5.1 

0.7 

2.4 

36.3 

18.1 

33.5 

23.3 

37.2 

9.8 

23.7 

19.5 

5.6 

22.8 

16.7 

7.0 

1.9 

2.3 

33.4 

22.4 

33.1 

22.1 

47.9 

8.9 

28.5 

18.4 

8.3 

23.3 

12.9 

3.4 

0.0 

2.5 

0 20 40 60 80 100

男性も女性もお互いをパートナーとして

理解し、協力するように啓発すること

男女の固定的な役割分担についての社会通念、

慣習、しきたりを改めるよう啓発すること

子どもの時から家庭や学校で男女平等について

教えること

男女共同参画の視点にたった教育・学習対策を

行うこと

男性も女性も対等に仕事と家庭の両立ができる

ようなサービスの充実をはかること

行政や企業などの重要な役職など女性の

少ない分野に、一定の割合で女性を登用

するよう働きかけること

就労の場の待遇に性別による差別がないように

働きかけること

男性も女性も経済力保持、知識・技術の

習得など、積極的に力の向上を図ること

生涯を通して男性及び女性の健康づくり

支援対策を行うこと

高齢者・障害者が安心してくらせるような

サービスの充実をはかること

法律や制度上の見直しを行い、性別による

差別につながるものを改めること

わからない

その他

無回答

全体 n = (551)

男性 n = (215)

女性 n = (326)

(%)
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